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史

一
、
は
じ
め
に

漢
語
サ
変
動
詞
に
関
す
る
重
要
な
研
究
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
漢
語
が
日
本
語
の
中
で
ど
の
よ
う
に
意
味
用
法
上
の
機
能
を
果
た
し
て
き

た
か
を
解
明
す
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
の
研
究
は
、
近
年
、
諸
氏
に
よ
っ
て
様
々
な
論
考
が
な
さ
れ
、
成
果
を
挙

（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

げ
つ
つ
あ
る
。
私
も
、
「
念
ス
」
や
「
詞
ス
」
に
関
し
て
拙
稿
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
個
々
の
語
に
関
し
て
未
だ
多
く
の
問
題
点
が

残
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
新
た
に
漢
語
サ
変
動
詞
「
現
ス
」
を
取
り
上
げ
、
類
義
の
和
語
動
詞
「
ア
ラ
パ
ス
」

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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「
ア
ラ
バ
ル
」
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
現
ス
」
　
の
意
味
用
法
を
解
明
す
る
こ
と
と
す
る
。

（3）

今
昔
物
語
集
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
意
味
に
関
し
て
は
、
す
で
に
岩
下
裕
一
氏
の
論
考
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、

岩
下
氏
は
、
三
語
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

O
「
ア
ラ
パ
ス
」
－
「
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
」

O
「
現
ズ
」
－
「
通
常
見
ら
れ
ぬ
も
の
を
見
せ
る
。
／
（
個
人
の
）
目
に
見
え
る
。
／
臨
時
に
あ
る
形
を
と
る
。
」

O
「
ア
ラ
バ
ル
」
－
「
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
」

し
か
し
、
右
掲
の
岩
下
氏
の
論
考
は
今
昔
物
語
集
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
他
の
多
く
の
文
献
を
検
索
し
、
よ
り
多
く

の
用
例
に
基
づ
い
て
、
「
現
ス
」
の
意
味
用
法
を
記
述
す
る
こ
と
が
、
尚
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
岩
下
氏
は
論
文

の
冒
頭
で
「
『
現
ズ
』
が
、
「
ゲ
ン
ズ
」
か
「
ア
ラ
パ
ス
」
か
不
明
の
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
、
作
業
と
し
て
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
振
仮

名
に
従
っ
て
整
理
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
読
み
方
の
不
明
な
例
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
取
り
扱
う
必
要

（4）

が
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
、
読
み
方
の
判
ぜ
ら
れ
な
い
例
は
除
外
し
て
、
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
考
慮
に
入
れ
て
、
以
下
、
主
語
と
対
象
の
観
点
か
ら
の
考
察
を
中
心
に
、
三
語
の
意
味
的
関
係
を
解
明
し
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

二
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
意
味
的
関
係

1
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
　
の
用
例
数

平
安
・
鎌
倉
時
代
の
国
語
文
中
に
認
め
ら
れ
る
三
語
の
用
例
数
を
、
作
品
の
種
類
別
に
示
す
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。



表
1
　
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
用
例
数

①
和
歌
・
歌
謡

金 後 拾 後 古

作

口

拾

遺

撰

和

A

和 nl」素っ

「
和

歌 ロ一方
っ
歌 歌 歌 m

名
集 歌
集
集 集 集

0 0 0 0 0

現

ス

用
例

数0 0 0 0 0

ア

ラ

パ
ス

1 3 2 1 3

ア
ラ

バ
ル

梁 新
古
千
載
詞
≠
作レ∪′1

秘
抄
A
「
和

歌
集

歌
集
歌
集

品
名

4 0 0 0

現

ス

用

例
数0 1 1 1

ア

ラ

パ
ス

0 1 5 3

ア
ラ

バ
ル

落 宇 平 大 伊 竹

作
口

窪 津 中 【＝H
束
っ
勢 取

物 保 物 物 物 物
五 物
語
玉 茹 五 重 口口

口口 口ロ 口ロ 日日 口口 名

0 2 0 0 0 0
現
ス

用
例
数0 4 0 ハU 0 0

ア
ラ
パ
ス

1 9 1 1 0 0

ア
ラ
バ
ル

堤 狭 浜 栄 源

作
口

中 衣 松 華 氏
納
＿
物 中 物 物

＿言
物
語

語 納
言
物
語

語 語 m
名

0 0 0 4 0
現
ス

用
例
数0 61 4 6 74

ア
ラ
パ
ス

0 8 5 91 62

ア
ラ
バ
ル

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

七
一
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③
日
記
・
紀
行

七
二

た 紫 更 購 土

作

ロ

ま 式 級 輪 左

き 部 ［口 ［口 ［口
は
る
日
記

記 記 記 川
名

0 0 0 0 0

現

ス

用
例
数0 0 0 2 0

ア

ラ

パ
ス

1 0 1 1 0

ア
ラ

バ
ル

と 十

⊥

ト1ノ
東

関

海

、 作

口

＼ノ こ 迫
ず 夜 た 紀 記
が

た
り

日
記
ね 行 m

名

1 0 0 0 0

現

ス

用
例
数2 0 0 0 2

ア

ラ

パ
ス

3 1 0 4 7

ア
ラ

バ
ル

徒
然
草

枕
草
子

作
品
名

0 0
現
ス

用
例
数2 3

ア
ラ
パ
ス

5 6

ア
ラ
バ
ル

方
丈
記 作

品
名

0
現
ス

用
例
数0

ア
ラ
パ
ス

0

ア
ラ
バ
ル

平
治
物

保

元
物

作

口
五 五 口ロ
口口 口ロ 名

0 1

現

ス

用

例
数

2 5

ア
ラ

パ
ス

1 5

ア
ラ

バ
ル

覚

一
本

平
家

物
語

作

品
名

11
現

ス

用
例
数11

ア
ラ

パ
ス

22

ア
ラ

バ
ル



宇
治
拾
遺
物
語

三
宝
絵
詞
（観
智
院
本
）

作
品
名

3 0
現
ス

用
例
数9 82

ア
ラ
パ
ス

3 9

ア
ラ
バ
ル

閑
居
友 作

品
名

0
現
ス

用
例
数5

3

ア
ラ
パ
ス

ア
ラ
バ
ル

‾
念
多

念
文

意

西
方
指

南
抄

唯

信
砂

（西
本

願
寺
本

）

作

品
名

0 83 2

現

ス

用
例

数11 5 4

ア

ラ

パ
ス

1 7 1

ア

ラ

バ
ル

nHH
去 明 光

＿＿

作

品
名

廃

忘
記

恵 呂
上 ロ
人
夢

記

義
釈

聴
集

記

0 0 5

現

ス

用
例

数1 1 5

ア
ラ

パ
ス

0 1 4

ア

ラ

バ
ル

（
尚
、
西
方
指
南
抄
に
は
「
現
シ
」
表
記
が
四
例
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
に
は
「
現
ス
」
表
記
が
三
例
、
明
恵
上
人
夢
記
に
は
「
現
」
表
記
が

二
例
「
現
セ
リ
」
表
記
が
一
例
、
却
廃
忘
記
に
は
「
現
シ
」
表
記
が
一
例
「
現
」
表
記
が
二
例
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
表
記
は
、
「
ゲ
ン
ス
」

と
読
む
か
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
読
む
か
が
、
現
時
点
で
は
判
断
で
き
て
い
な
い
の
で
、
用
例
数
か
ら
除
外
し
た
。
）

表
1
か
ら
看
取
さ
れ
る
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

回
「
現
ス
」
は
、
和
歌
頬
・
物
語
類
・
日
記
類
・
随
筆
類
に
は
出
現
し
に
く
い
傾
向
に
あ
り
、
軍
記
物
語
類
・
説
話
類
・
法
語
類
・
歌
謡
類

に
は
比
較
的
多
く
の
用
例
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
物
語
頬
で
は
、
他
の
作
品
に
比
べ
て
語
彙
量
の
多
い
源
氏
物
語
や
枕
草
子
に
、
「
現

ス
」
の
用
例
が
一
例
も
兄
い
だ
せ
な
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
二
現
ス
」
は
、
和
文
中
で
は
使
用
さ
れ
に
く
い
語
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

七
三
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㈲
　
和
語
動
詞
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
は
ど
ち
ら
も
各
文
献
群
に
亘
っ
て
出
現
す
る
。
ま
た
、
二
語
の
出
現
状
況
に
は
時
代
差
や
、
作

品
の
種
類
に
よ
る
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。

2
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
文
法
的
諸
特
徴

（
1
）
構
文
的
特
徴

こ
こ
で
は
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
助
詞
に
承
接
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
比
較
す
る

こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
「
現
ス
」
は
、
次
に
示
す
用
例
①
の
よ
う
に
格
助
詞
ヲ
に
承
接
し
て
、
所
謂
他
動
詞
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
と
、
用
例
②
の
よ
う
に

ヲ
に
承
接
す
る
こ
と
な
く
所
謂
自
動
詞
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
と
が
存
す
る
。

①
「
平
家
物
語
」
上
1
4
9
頁
1
0
行

・
如
㌘
㌘
よ
て
髭
の
郵
税
を
か
う
ぶ
る
事
を
、
天
ポ
あ
は
れ
み
給
て
、
九
疇
の
か
た
ち
軋
撃
つ
ゝ
、
一
癖
陣
献
腎
ま
も
。

た
ま
ふ
給
。

②
「
平
家
物
語
」
下
蝕
頁
1
行

こ

れ

　

　

ま

ん

だ

い

ぼ

さ

つ

　

げ

ん

・
「
是
は
八
幡
大
菩
薩
の
現
じ
給
へ
る
に
こ
そ
」
と
よ
ろ
こ
で
、

次
に
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
は
、
用
例
③
の
よ
う
に
格
助
詞
ヲ
に
承
接
し
て
、
所
謂
他
動
詞
的
に
使
用
さ
れ
る
。
用
例
④
は
、
文
面
上
は
ヲ
に
承

接
し
て
い
な
い
が
、
文
意
と
し
て
は
ヲ
格
が
想
定
さ
れ
る
例
で
あ
る
。

③
「
平
家
物
語
」
上
組
貢
6
行

し
よ
う
れ
ん
ぞ
く
　
　
　
　
　
し
ん
　
－
　
ぁ
ら
は
　
　
な
　
　
あ
　
　
　
　
こ
と

・
枝
葉
連
続
し
て
、
親
を
顕
し
名
を
揚
げ
む
事
か
た
し
。

④
「
源
氏
物
語
」
さ
か
木
　
3
7
7
頁
2
行
目



，
い
ま
ぞ
や
お
ら
か
ほ
ひ
き
か
く
し
て
と
か
う
ま
ざ
ら
は
す
。
あ
さ
ま
し
う
め
ざ
ま
し
う
心
や
ま
し
け
れ
ど
ひ
た
を
も
て
に
は
い
か
で

か
あ
ら
は
し
た
ま
は
む
。

ま
た
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
は
、
用
例
⑤
の
よ
う
に
ヲ
に
は
承
接
せ
ず
、
所
謂
自
動
詞
的
に
使
用
さ
れ
る
。

⑤
「
平
家
物
語
」
上
1
6
3
貢
7
行

じ

や

う

し

や

ひ

つ

す

い

　

こ

と

は

り

　

　

　

　

あ

ら

は

・
盛
者
必
衰
の
理
は
目
前
に
こ
そ
顕
れ
け
れ
。

こ
の
よ
う
に
、
「
現
ス
」
に
は
、
ヲ
に
承
接
す
る
場
合
と
承
接
し
な
い
場
合
と
の
二
つ
の
用
法
が
存
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
ア
ラ
パ
ス
」

は
、
ヲ
に
承
接
す
る
用
法
の
み
で
あ
り
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
は
、
ヲ
に
承
接
し
な
い
用
例
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア

ラ
バ
ル
」
に
は
、
互
い
に
構
文
上
の
差
異
が
存
す
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の
考
察
は
、
三
語
の
構
文
上
の
差
異
を
考
慮
に
入
れ
て
進
め
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

（
2
）
複
合
動
詞
形
成
上
の
特
徴

こ
こ
で
は
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
三
語
に
つ
い
て
、
複
合
動
詞
形
成
上
の
観
点
か
ら
比
較
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
「
現
ス
」
は
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
複
合
動
詞
と
な
っ
た
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ

ル
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
複
合
動
詞
の
例
が
存
す
る
。

Ⅲ
「
ア
ラ
パ
ス
」
を
含
む
複
合
動
詞

，
ミ
ア
ラ
パ
ス
（
源
氏
〓
栄
華
二
十
訓
）
・
カ
キ
ア
ラ
パ
ス
（
源
氏
）
（
栄
華
）
（
平
家
）
・
ト
ヒ
ア
ラ
パ
ス
（
源
氏
）
・
キ
キ
ア
ラ
パ
ス
（
源

氏
）
（
浜
松
）
・
キ
コ
エ
ア
ラ
パ
ス
（
源
氏
）
・
イ
ヒ
ア
ラ
パ
ス
（
源
氏
）
（
枕
）
・
マ
ウ
シ
ア
ラ
パ
ス
（
と
は
ず
）
・
ヒ
キ
ア
ラ
パ
ス
（
枕
）
．

ホ
エ
ア
ラ
パ
ス
（
十
訓
）
・
フ
キ
ア
ラ
パ
ス
（
十
訓
）
・
シ
メ
シ
ア
ラ
パ
ス
（
三
宝
）
・
ノ
ベ
ア
ラ
パ
ス
（
三
宝
）
・
ア
ラ
バ
シ
マ
ウ
ス
（
源

氏
）
・
ア
ラ
バ
シ
ノ
タ
マ
フ
（
源
氏
）
・
ア
ラ
バ
シ
シ
メ
ス
　
（
三
宝
）
・
ア
ラ
バ
シ
ウ
（
三
宝
）

脚
「
ア
ラ
バ
ル
」
を
含
む
複
合
動
詞

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
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・
オ
モ
ヒ
ア
ラ
バ
ル
　
（
栄
華
）
　
（
三
宝
）
・
サ
シ
ア
ラ
バ
ル
　
（
保
元
）
・
キ
タ
リ
ア
ラ
バ
ル
　
（
三
宝
）
・
ア
ラ
バ
レ
イ
ヅ
　
（
浜
松
）
　
（
平
家
）
・
ア

ラ
バ
レ
ワ
タ
ル
　
（
東
関
）

右
に
示
す
よ
う
に
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
は
、
多
種
の
複
合
動
詞
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
漢
語
サ
変
動
詞
「
現
ス
」
　
に

複
合
動
詞
の
例
が
一
例
も
な
い
こ
と
と
比
し
て
、
特
徴
的
な
事
象
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
に
は
、
「
ト
ヒ
ア
ラ
パ
ス
」
「
マ
ウ
シ
ア
ラ

パ
ス
」
「
ノ
ベ
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
シ
マ
ウ
ス
」
「
ア
ラ
バ
シ
ノ
タ
マ
フ
」
の
よ
う
に
、
言
語
行
為
に
関
わ
る
語
と
結
び
つ
い
た
複
合
動
詞
が

認
め
ら
れ
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
は
、
「
オ
モ
ヒ
ア
ラ
バ
ル
」
の
よ
う
に
、
思
考
に
関
わ
る
語
と
結
び
つ
い
た
複
合
動
詞
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の

う
ち
、
言
語
行
為
に
関
わ
る
語
と
結
び
つ
い
た
「
ア
ラ
パ
ス
」
は
、
「
言
葉
で
表
現
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
を
示
す
と
考
え
ら
れ
、
思
考
に
関

わ
る
語
と
結
び
つ
い
た
「
ア
ラ
バ
ル
」
は
、
「
頭
の
な
か
に
形
象
を
思
い
描
く
」
と
い
っ
た
意
味
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
「
現
ス
」

の
意
味
を
検
討
す
る
う
え
で
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
　
の
こ
の
よ
う
な
意
味
が
「
現
ス
」
　
に
も
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
、

重
要
な
視
点
と
な
る
。

3
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
と
「
カ
ク
ス
」
「
シ
ノ
ブ
」

「
ア
ラ
パ
ス
」
や
「
ア
ラ
バ
ル
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
同
一
文
中
も
し
く
は
周
辺
の
文
中
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
語
に
「
カ
ク

ス
」
と
「
シ
ノ
ブ
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
こ
の
二
語
は
、
「
現
ス
」
と
と
も
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
ア

ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
　
の
意
味
を
、
「
カ
ク
ス
」
「
シ
ノ
ブ
」
　
の
二
語
と
関
連
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

m
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
「
カ
ク
ス
」
が
同
一
文
中
に
使
用
さ
れ
た
例
・

①
「
浜
松
中
納
言
物
語
」
那
頁
9
行

こ

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伽

H

l

l

l

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

ま

・
は
じ
め
よ
り
の
あ
り
さ
ま
細
か
に
か
た
り
出
で
た
る
に
、
か
ば
か
り
に
隠
し
た
ら
ん
に
、
わ
が
世
の
人
な
ら
ば
、
今
に
な
り
て
か

く
あ
ら
は
し
出
で
ざ
ら
ま
L
を
、



②
「
十
訓
抄
」
巻
四
1
1
5
貢
9
行

ク
チ

・
云
マ
シ
キ
事
ヲ
ロ
ト
ク
云
出
シ
、
人
ノ
短
ヲ
ソ
シ
リ
、
シ
タ
ル
事
ヲ
難
シ
、
対
外
判
事
ヲ
画
可
、
恥
カ
マ
シ
キ
事
ヲ
タ
＼
ス
。

拗
「
ア
ラ
バ
ル
」
と
「
シ
ノ
ブ
」
が
近
接
の
文
中
に
使
用
さ
れ
た
例

③
「
源
氏
物
語
」
（
う
す
雲
6
2
3
頁
9
行
）
〔
他
に
1
1
4
2
頁
4
行
、
髄
頁
1
1
行
に
類
例
あ
り
〕

・
さ
ま
／
＼
の
ふ
み
ど
も
を
御
ら
ん
ず
る
に
も
ろ
こ
し
に
は
、
あ
ら
は
れ
て
も
し

n

ソ

0

④
「
浜
松
中
納
言
物
語
」
狙
頁
9
行

う

　

　

　

　

　

　

　

ル

P

　

　

　

　

　

　

　

ら

ん

・
「
い
み
じ
う
心
憂
き
御
心
な
り
。
か
く
忍
び
て
や
、
と
も
か
く
も
御
覧
ぜ
ら
れ
，

と
も
か
く
も
御
覧
ぜ
ら
れ
ん
。
う
ち
あ
ら
は
れ
て
は
、

の
び
て
も
み
だ
り
が
は
し
き
事
い
と
お
は
か
り
け

み

よ
し
見
給
へ
よ
。
」

右
の
う
ち
、
①
②
の
例
は
、
い
ず
れ
も
「
ア
ラ
パ
ス
」
が
「
カ
ク
ス
」
と
対
義
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
カ
ク
ス
」
に
は
、
「
物
を
人
か

ら
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
」
「
事
件
を
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
カ
ク
ス
」

の
意
味
は
、
そ
の
う
ち
の
後
者
の
方
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
③
④
の
例
は
、
い
ず
れ
も
「
ア
ラ
バ
ル
」
が
、
「
シ
ノ
ブ
」

と
対
義
的
に
使
用
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
「
シ
ノ
ブ
」
に
は
、
「
人
に
見
え
な
い
よ
う
に
隠
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
カ
ク
ス
」
「
シ
ノ
ブ
」
に
は
い
ず
れ
も
、
「
人
に
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
（
な
る
）
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
一
方
、
「
ア
ラ
パ

ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
は
こ
れ
ら
の
語
と
は
対
義
の
、
「
人
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
（
な
る
）
」
と
い
う
意
味
が
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
カ
ク
ス
」
「
シ
ノ
ブ
」
に
は
、
「
可
視
的
な
も
の
を
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
「
事
件
を
隠
す
」
「
心
の
う
ち

を
隠
す
」
と
い
っ
た
「
不
可
視
的
な
も
の
を
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
意
味
も
存
す
る
。
用
例
①
②
③
に
認
め
ら
れ
る
「
カ

ク
ス
」
「
シ
ノ
ブ
」
は
、
こ
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
が
、
こ
の
よ
う
な
「
不
可
視
的
な
も
の
を
人
に

知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
意
味
を
示
す
「
カ
ク
ス
」
や
「
シ
ノ
ブ
」
と
と
も
に
使
用
さ
れ
、
対
義
的
な
意
味
を
示
し
て
い
る
こ
と

は
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
意
味
を
考
え
る
上
で
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
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4
、
主
語
と
対
象
の
観
点
か
ら
の
考
察

「
現
ス
」
　
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
意
味
を
記
述
し
、
三
語
の
意
味
的
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
主
語
・
対

（5）

象
の
比
較
に
よ
る
分
析
方
法
を
と
る
こ
と
が
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
こ
の
観
点
か
ら
の
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

（
1
）
　
「
現
ス
」
　
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
　
の
主
語
に
つ
い
て

「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
　
の
主
語
を
文
献
ご
と
に
表
に
す
る
と
表
2
の
よ
う
に
な
る
。

Ⅲ
「
現
ス
」
　
の
主
語

こ
こ
で
、
表
2
に
示
し
た
「
現
ス
」
　
の
主
語
を
、
数
の
多
い
順
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
格
助
詞
ヲ
に
続
か
な
い
場
合

○
神
備
－
備
（
菩
薩
／
観
音
）
　
（
仕
霊
神
（
大
明
神
／
神
の
駆
者
）
　
（
3
）
多
聞
／
持
国
（
1
）
十
羅
剰
女
（
1
）
○
人
間
1
人
（
3
）
僧

（
従
僧
／
下
僧
）
　
（
2
）
将
門
（
1
）
○
仏
教
的
概
念
－
［
相
］
瑠
璃
宮
ノ
殿
相
（
3
）
賢
善
精
進
ノ
相
（
2
）
火
車
ノ
相
（
1
）
証
相

（
1
）
死
相
（
1
）
・
［
観
］
地
想
観
（
3
）
・
功
徳
（
1
）
○
形
－
功
徳
ノ
形
（
2
）
相
好
（
1
）
牛
馬
ノ
形
（
1
）
彿
ノ
形
（
1
）
○

自
然
物
－
宝
樹
（
1
）
紫
雲
（
1
）
光
（
1
）
○
大
車
と
僻
と
菩
薩
と
僧
（
1
）
○
童
子
と
従
僧
（
1
）

②
格
助
詞
ヲ
に
続
く
場
合

○
神
悌
－
悌
（
1
5
）
神
（
2
）
天
（
浄
居
天
／
天
道
）
　
（
2
）
明
王
（
1
）
○
人
間
－
人
（
2
）
僧
（
大
士
／
聖
人
）
　
（
2
）
○
仏
教
的
概

念
－
悌
智
（
1
）

右
の
よ
う
に
、
「
現
ス
」
の
主
語
の
う
ち
最
も
多
い
語
は
、
「
神
悌
」
で
あ
る
。
こ
の
「
神
彿
」
が
主
語
と
な
る
数
は
、
「
現
ス
」
が
格
助
詞

ヲ
に
続
く
場
合
と
、
格
助
詞
ヲ
に
続
か
な
い
場
合
と
の
い
ず
れ
に
於
い
て
も
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
現
ス
」
　
の
主
語
と
し
て
は
、

人
間
の
よ
う
な
有
情
物
と
自
然
物
の
よ
う
な
無
情
物
と
が
存
し
、
有
情
物
・
無
情
物
に
関
ら
ず
い
ず
れ
も
主
語
と
な
り
得
る
こ
と
が
分
か
る
。



表
2
　
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
主
語

①
和
歌
・
歌
謡

梁 新 千 詞 金 後 拾 後 古

作

品

塵 古 載 花 葉 拾 遺 撰 今
秘 今 nH禾 和

和 遺 n
H
イ本1
n
H
束
1
n
H
イ篤1抄 H＝Hイ篤1

歌 歌 歌 和 歌 歌 歌
歌
集
集 集 集 歌

集
集 集 集

菩
薩

・
観
音

・
神
の
駆
者

・
神

現

ス

む
も
れ
水

我 我

ア

ラ

パ

ス

忍 玉網 桜

・
雲
雀
の
と
こ

、レ た 、レ あ 二

ア

ラ

草 が
し
・
袖
・
も
し

代
木

も
と

・
か
く
れ

（2
）

し
の
ね

人
の
関
係

・
心

ほ
草

・君
が
名
．

’
神
の
し
る
し

ぬ
の
・
衣
の
玉

t
を
し
ど
り

ヽ

レ

ノ

ーノ

宇 平 大

作津 中 nu束1保 物 物
物
語
五 或
口口 口口

晶

悌
（3
）

現

ス

人
（3
）
・
備 ア

ラ

パ

ス

本へい
や

※ 我 我

ア

ラ

バ

ル

尊
・彿

（2
）
・我
・
根
（和
歌
中
）
．

さ
し

・
神
（和
歌
中
）

他
に
副
詞
的
用
法

一
例
ぁ
り

（和
歌
中
）

（和
歌
中
）

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
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八
〇

狭 浜 栄 源 落
衣 松 華 氏 窪
物 中 物 物 物
五 納
言
物
語

琵 五 五
口口 口ロ 口ロ 口ロ

彿
（3
）
・
浄
居
天

人 人 人 人
（（ （ （8 3 6 54

） ） ） ）
・
悌

・
木
霊

彿
（5
）

け
は
ひ

悌
（2
）

彿
（12
）

都

・
挟

※
他
に
＿

物
の
（2
）

人
の
漕

．

し

．

ぬ
身
袖
の
※
他

隠
し

怪才しびの雫に
＿

て

’
神
（2
）
・
天
照
大
神
の

’
隠
し
事

’
心

・
隠
し

’
船
（2
）
．

t
悌
神
の
御

副
詞
的
用
法

（
6
）
・
神
備

心
く
る
し
さ

’
ゎ
ろ
き
ぉ

る
し

・
寺
の

ん
な
き
ふ
る

ほ
ど
・事
件

（和
歌
中
）

副
詞
的
用
法

い
た
こ
と

事

・
姿

観
音

・
姿

・
僧

し
る
し

‾
例
ぁ
り

（
2
）
・
心
ば

’
御
ぉ
ぼ
ぇ

ぼ
ぇ

・
御
ぁ

験

：
心
の
し

ま
ひ

・
数
な

’根
（和
歌
中
）

三
例
ぁ
り

御 へnソるら

③
日
記
・
紀
行

た 更 購

作

品

ま 級 輪
き ［口 ［口
は
る
記 記

現

ス

人
（2
）
ア

ラ

パ

ス

御
け
し
き

申ヰネl
根
（和
歌
中
）
ア

ラ

バ

ル



と 十 東 海
ま 六 関 道
ず 夜 紀 記
が
た
り

日
記
行

朝
敵
の
人
々

人
（

人

2
）

’
松
の
風

明 月 湖
・・
沖

月来
神

・
鏡

の
影

（2
）

の
姿

のと
の 石

・
烏
窓

・
海

山し
精 て

’
隠

牛
漠
）
・
蓋

し
事

’
、い
．

口根

の
面 父
母
（如

作

晶

現

ス

人

（2
）

ア

ラ

パ

ス

嘘

（

顔

（

※

ア

2
）
・
心

．

2

）
・
悌

他

に
副
詞

（
2
）

的

用木
ラ

霊 ’
神
法

＿
ヽヽノ

例
ぁ

り

レ

覚 平 保
＿ 作

口

一 ロ 冗
本 物 物
平 語 語
家
物 【＝ロ
五
口口

大老女十1＼ノ 将

現

ス

明の大幡 日」日l
中之
l
大二の大
（3
）

士

．

人
の
下
僧
菩
薩
多量／
人間子七僧

／／宝
天持二の
道国人大

の車
施十従
無羅曽

H
′′・ll
悌

畏剃／

峯悌 人 釈の

ア

ラ

の （2
）

迦声
高
さ

僧 （
2
）

聞

‘
沙

’
人

・
毘

羅
双

．ヽノ樹 沙
の
十

門
天

・
大
和

ス
レuィlの
色

．

隠謀衰烏色 諸 善

ア

し
事
（3
）

反
（2
）
．

の
理
・
継

悪
・文
字

（和
歌
中
）

行
無
常

根

・
天
照

’
心
（3
）
・怨

月
（2
）
・
桜

目
・
霊
場
・
三

’明
神
・観
音

大
神

・
現
業

・
人

ラ

バ

ル霊
（2
）

’
盛
者

毒
四
慢

の
霊
像
必

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
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閑 宇 三院

作
居 治 宝本
友 拾

遺
物

絵）

詞

（ 晶
語 観

智

人

・
悌

・
明
王

現

ス

人 人 人

ア

（5 （4 （25
） ）
・
犬

・
狸

）
・
孔
雀

王
ラ

‘
四 ＼ノ

天

王

・
帝

釈

ス

化

悌

・
観
音

．

併 備

（

薩

ア

’
陰

謀

・
月

3

）
・
明

’
鷲

・
聖

ー悌

性
（
2
）
・
傭

ノ
位

・
菩

フ

ハ

ル

口去 明 光記 一 西 唯寺

作

品

恵 言 念 方 、い本
忘
＿＿
上 句 多

A
指 紗）

記 忍 〈西釈 文 抄
記 聴

集
意 本

願

功形 彿想雲地聖 火

現

ス

徳
ノ
’
功

（
20
）

（3
）
’
五
’
証

人 車
の

形徳 色ー＝日．芥，
ー＝日．末1

（2
）
・
牛
馬
ノ
形

・
備
ノ

瑠
璃
宮
ノ
殿
相
（4
）
・
地

賢
善
精
進
ノ
相
（2
）
・
紫

ノ
光

・
瑠
璃
ノ
相

・
瑠
璃

’
死
相

・
宝
樹

・
相
好

．

’
悌

人 決 人

・
真
＿

教 悌誓ノ 人 人

ア

定
ノ

’
躍
願

．
モ
ノ

（2
）

渓
谷

（4
）

吉
・
真
＿＿

旺モ
法 当ム 悌木

知御
A

カ ノ樹
ラ

呂 冠へ
ノ 人夕 徳

ハ

ス

名
字

・
傭
法

．

’
法
則

・
文

．

十
念
三
念
五
念

マ
フ
ト
ィ
フ
ハ

（2
）
・
彿

・
山

土 我心 欲、い 僻遠ノ悌 後

ア

ラ

体性 ／ ノス因ノ 生
（2
）

怒 功レ、ノ果一 ノ
／ 徳RRT実Hl

／行
＿

苦
腹
⊥

（
2

惣証
一＿

シ
＼不

生
止
／

）

°

大
慈
門
ノ
誠
ス

、＼

ノ ソ 経大ーレヽ′・
ノ

＼ノ性 ネ ノ
、

悲切宗

’
不

ミ
／

い

．

ノ
誓
ノ
万 レI′

思 ネ 法願徳
議 タ 界
ノ ム ニ悌念



ま
た
、
「
童
子
と
従
僧
」
の
よ
う
に
主
語
が
複
数
の
場
合
も
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
「
現
ス
」
の
主
語
に
は
、
「
神
備
」
「
僧
」

「
相
」
「
観
」
と
い
っ
た
仏
教
の
教
義
と
深
く
関
わ
る
語
が
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
主
語
は
、
全
て
可
視
的
な
具

象
物
で
あ
る
と
い
う
特
徴
も
有
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
具
体
例
を
示
し
な
が
ら
、
個
々
の
例
に
つ
い
て
更
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

何
人
間
を
主
語
に
と
る
例

①
「
保
元
物
語
」
1
2
5
頁
6
行

ま

さ

か

ど

き

う

せ

ん

　

た

い

　

　

　

　

ろ

だ

ん

　

ほ

の

を

　

う

へ

　

l

げ

「

将
門
弓
箭
を
帯
し
て
、
炉
壇
の
炎
の
上
に
現
ず
。

（
右
の
例
は
、
僧
の
祈
藤
に
よ
っ
て
将
門
の
姿
が
炉
壇
の
炎
の
上
に
現
わ
れ
た
場
面
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
場
合
の
将
門
は
、
実
際
の
人
物
で

は
な
い
。
僧
の
祈
穂
と
い
う
内
容
で
あ
る
か
ら
、
仏
教
的
な
場
面
で
あ
る
。
）

②
「
瑠
物
語
」
上
川
貢
6
行
　
も
の
　
い
ま
れ
い
ざ
ぞ
ん
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
や
う
ぴ
ろ
う
げ
「
　
に
う
誉
あ
く
み
や
う

「
既
に
十
二
三
に
な
ら
む
ず
る
者
が
、
今
は
礼
儀
を
存
知
し
て
こ
そ
ふ
る
ま
う
べ
き
に
、
か
様
に
尾
寵
を
現
じ
て
、
入
道
の
悪
名
を
た

つ。」
（
右
の
例
は
、
平
資
盛
の
無
礼
を
小
松
殿
が
非
難
す
る
場
面
で
あ
る
。
主
語
は
平
資
盛
で
あ
り
、
対
象
は
尾
寵
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仏
教
と
は
無

関
係
な
場
面
で
あ
る
。
）

③
「
と
は
ず
が
た
り
」
H
3
オ
1
0

ヒ

ト

ビ

ト

　

　

　

ホ

ド

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

サ

ブ

ラ

ウ

「
む
か
し
の
て
う
て
き
の
人
く
も
、
こ
れ
程
の
ふ
し
ぎ
は
げ
ん
ぜ
ず
侯
。
」

（
主
語
は
、
昔
の
朝
敵
で
あ
り
、
対
象
は
不
思
議
す
な
わ
ち
狼
籍
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仏
教
と
は
無
関
係
な
場
面
で
あ
る
。
）

㈲
自
然
物
を
主
語
に
と
る
例
（
光
が
主
語
の
例
）

④
「
西
方
指
南
抄
」
上
末
5
5
頁
1
行

オ

ワ

リ

　

　

、

昌

キ

ク

モ

　

　

　

　

　

キ

タ

リ

　

サ

ム

タ

ウ

、

y

ロ

キ

ヒ

カ

リ

　

ナ

リ

　

ハ

ウ

チ

ウ

　

テ

ラ

　

　

　

コ

シ

キ

　

ヒ

カ

リ

ク

ウ

ナ

ウ

　

け

い

l

l

l

　

マ

タ

ハ

カ

　

ウ

へ

　

　

シ

ウ

ン

ミ

タ

ヒ

ケ

ン

　

　

　

コ

ト

終
ノ
ト
キ
白
雲
西
方
ヨ
リ
来
テ
三
通
ノ
白
光
ト
成
テ
房
中
ヲ
照
ス
　
五
色
ノ
光
空
中
二
現
ス
　
又
墓
ノ
上
二
紫
雲
三
度
現
ス
ル
事

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ア
リ
（
右
の
例
は
道
綽
禅
師
の
終
焉
の
場
面
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仏
教
的
な
場
面
で
あ
る
。
）

何
形
を
主
語
に
と
る
例

⑤
「
光
言
句
義
釈
聴
集
記
」
上
1
2
2
行

何
二
物
モ
其
ノ
形
木
ヲ
オ
セ
ハ
其
ノ
カ
タ
チ
功
利
叫
ヲ
印
ト
云

（
右
の
例
は
、
手
印
に
つ
い
て
述
べ
た
場
面
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仏
教
的
な
場
面
で
あ
る
。
）

右
に
示
し
た
用
例
の
う
ち
、
ま
ず
、
人
間
を
主
語
に
と
る
例
①
②
③
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
①
は
仏
教
的
な
場
面
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
②
③
は
仏
教
と
は
無
関
係
な
場
面
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
①
は
主
語
が
将
門
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
文
意
は
「
別

の
所
に
い
る
将
門
が
祈
藤
に
よ
っ
て
炉
壇
の
上
に
出
て
き
て
姿
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
将
門
本
人
が
実
際
に
人
々

の
眼
前
に
登
場
し
た
」
と
い
う
意
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
①
の
主
語
は
、
純
粋
に
人
間
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
「
神
備
」
の
類
に
属

す
る
例
に
準
じ
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
②
③
は
、
主
語
に
人
間
を
と
る
例
で
あ
る
。
但
し
、
②
③
の
文
意

は
、
「
人
間
が
狼
籍
を
働
い
て
、
そ
れ
が
世
間
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
」
で
あ
り
、
実
際
に
現
れ
る
の
は
「
狼
籍
」
で
あ
っ
て
、
「
人
間

の
姿
」
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
②
③
の
例
は
、
「
現
ス
」
が
ヲ
格
に
承
接
す
る
構
文
で
あ
り
、
「
現
ス
」
が
所
謂
他
動
詞
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

た
め
に
、
主
語
は
人
間
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
現
れ
る
の
は
対
象
の
狼
籍
の
方
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
現
ス
」
が
人
間

を
主
語
に
と
り
、
「
姿
が
眼
前
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
た
例
は
、
管
見
に
入
る
限
り
で
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に

な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
　
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
と
の
比
較
に
お
い
て
重
要
な
視
点
と
な
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
「
現
ス
」
が
、
仏
教
的
な
場
面
で
使
用
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
着
目
す
れ
ば
、
②
③
の
例
の
他
は
全
て
仏
教
的
な
場

面
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
用
例
と
し
て
掲
げ
な
か
っ
た
全
て
の
例
に
つ
い
て
言
え
る
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
現

ス
」
の
意
味
は
、
本
来
、
仏
教
と
深
く
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
②
③
の
例
は
、
「
現
ス
」
の
意
味
用
法
と
し
て
は
、
特



殊
で
あ
る
と
い
っ
て
も
大
過
な
か
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
②
③
の
例
は
い
ず
れ
も
、
時
代
的
に
は
鎌
倉
時
代
以
降
の
文
献
に
使
用
さ
れ
て

お
り
、
い
ず
れ
も
会
話
文
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
も
有
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
尚
慎
重
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

「
現
ス
」
の
本
来
の
意
味
用
法
は
、
本
来
、
仏
教
の
教
義
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
「
生
身
の
人
間
」
を
主
語
に
取
り
得
な
か
っ

た
の
で
あ
っ
て
、
②
③
の
「
現
ス
」
は
派
生
的
な
意
味
用
法
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
自
然
物
や
形
を
主
語
に
と
る
例
④
⑤
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
例
は
、
い
ず
れ
も
仏
教
的
な
場
面
で
使
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
②
③
の
例
を
除
い
た
「
現
ス
」
の
他
の
全
用
例
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

「
現
ス
」
の
意
味
と
し
て
は
、
④
⑤
い
ず
れ
も
「
物
の
形
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
」
で
あ
り
、
①
の
例
の
主
語
が
人
間
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

④
⑤
の
例
の
主
語
は
自
然
物
や
形
と
い
っ
た
無
情
物
で
あ
る
と
い
う
違
い
こ
そ
あ
る
が
、
①
④
⑤
の
「
現
ス
」
の
意
味
は
「
形
が
見
え
る
よ

う
に
な
る
」
と
い
う
点
で
略
同
じ
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
現
ス
」
の
意
味
は
、
「
見
え
る
よ
う
に
な
る
」
と

い
う
視
覚
的
な
意
義
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

畑
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
主
語

「
ア
ラ
パ
ス
」
の
主
語
を
、
数
の
多
い
順
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
人
間
（
墜
○
仏
教
的
概
念
－
功
徳
（
2
）
躍
（
1
）
当
知
此
人
（
1
）
法
則
（
1
）
文
（
1
）
誓
願
（
1
）
経
（
1
）
御
念
（
1
）
十
念

三
念
五
念
ノ
モ
ノ
モ
ム
カ
へ
タ
マ
フ
ト
イ
フ
ハ
（
1
）
真
言
（
1
）
真
言
の
名
字
（
1
）
悌
法
（
1
）
教
（
1
）
決
定
ノ
占
法
（
1
）
○
神

併
－
傭
（
5
）
釈
迦
（
2
）
孔
雀
王
（
1
）
四
天
王
（
1
）
帝
釈
（
1
）
毘
沙
門
天
（
1
）
○
自
然
物
－
水
（
1
）
松
の
風
（
1
）
峯
の
高

さ
（
1
〓
化
の
色
（
1
）
山
川
渓
谷
草
木
樹
林
（
1
）
○
動
物
－
犬
（
3
）
狸
（
1
）
○
霊
－
木
霊
（
1
）

右
の
よ
う
に
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
主
語
の
う
ち
、
数
が
最
も
多
い
の
は
「
人
間
」
で
あ
り
、
他
の
主
語
と
比
べ
て
数
量
的
に
大
き
な
差
が
認

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
主
語
は
、
人
間
の
よ
う
な
有
情
物
を
と
る
場
合
と
物
品
の
よ
う
な
無
情
物
を
と
る
場
合
と
が
存
す
る
。

こ
の
点
は
、
「
現
ス
」
の
主
語
が
本
来
人
間
を
と
ら
な
い
こ
と
に
比
し
て
、
大
き
く
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
主
語
が
ど
の
よ
う
な
対

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

象
と
と
も
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
項
で
述
べ
る
こ
と
と
し
、
次
に
、
「
現
ス
」
の
主
語
と
共
通
す
る
場
合
と
共
通
し
な
い

場
合
と
に
分
け
て
、
具
体
例
を
掲
げ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
（
こ
こ
で
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
比
較
す
る
た
め
に
と
り
あ
げ
る
「
現
ス
」
は
、
「
ア
ラ

パ
ス
」
と
同
様
に
ヲ
格
を
と
る
も
の
に
限
る
こ
と
と
す
る
。
）

O
「
現
ス
」
と
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
に
共
通
す
る
主
語
－
神
悌
・
仏
教
的
概
念
・
自
然
物

①
「
平
家
物
語
」
下
7
0
貢
1
3
行
（
神
悌
（
こ
の
場
合
は
併
）
が
主
語
の
例
）

き

み

や

う

ち

や

う

ら

い

　

ま

ん

　

ぼ

さ

つ

じ

ち

い

き

て

う

て

い

ほ

ん

じ

ゆ

る

い

せ

い

め

い

く

ん

の

う

そ

な

り

ほ

う

そ

　

ま

も

　

　

　

　

き

う

せ

い

　

り

・
帰
命
頂
礼
、
八
幡
大
菩
薩
は
日
域
朝
廷
の
本
主
、
累
世
明
君
の
糞
祖
也
。
賛
絆
を
守
ら
ん
が
た
め
、
蒼
生
を
利
せ
ん
が
た
め
に
、

三
身
の
金
容
を
あ
ら
は
し
、

②
「
一
念
多
念
文
意
」
4
6
頁
1
行

ヤ

タ

　

チ

・
躍
ハ
地
ニ
オ
ト
ル
ト
イ
フ
ヨ

オ
ト
ル

③
「
西
方
指
南
抄
」
上
本
Ⅲ
－
2

シ

ヤ

ラ

リ

ム

・
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
婆
羅
林
ノ

じ

よ

　

け

ん

ぴ

　

　

　

　

　

　

た

ま

三
所
の
権
扉
を
お
し
ひ
ら
き
給
へ
り
。

（
仏
教
的
概
念
（
こ
の
場
合
は
躍
）
が
主
語
の
例
）キ
ヤ
ウ
ラ
ク

ロ
コ
フ
コ
、
ロ
ノ
キ
ワ
マ
リ
ナ
キ
カ
タ
チ
ナ
リ
慶
欒
ス
ル
ア
リ
サ
マ
ヲ
ア
ラ
ワ
ス
ナ
リ

（
自
然
物
（
こ
の
場
合
は
山
川
渓
谷
草
木
樹
林
）
が
主
語
の
例
）

ハ
チ
タ
イ
カ
　
　
ミ
ツ
　
　
　
　
　
　
サ
ン
セ
ン
ケ
イ
コ
ク
サ
ウ
モ
ク
シ
ユ
リ
ム
　
　
　
　
　
　
ア
イ
シ
ャ
ウ

コ
ス
エ
抜
提
河
ノ
水
ス
へ
テ
山
川
渓
谷
草
木
樹
林
モ
ミ
ナ
哀
傷
ノ
イ
ロ
ヲ
ア
ラ
バ
シ
キ

ヤ
マ
カ
ワ
タ
こ

O
「
現
ス
」
と
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
に
共
通
し
な
い
主
語

◎
「
現
ス
」
　
の
み
に
認
め
ら
れ
る
主
語
－
ナ
シ

◎
「
ア
ラ
パ
ス
」
　
の
み
に
認
め
ら
れ
る
主
語
－
人
間
・
動
物

④
「
晴
蛤
日
記
」
M
貢
9
行
（
人
間
が
主
語
の
例
）

し

り

　

　

　

　

　

お

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ

わ

後
な
る
人
々
は
、
落
ち
ぬ
ば
か
り
の
ぞ
き
て
、
う
ち
割
引
叫
列
ほ
ど
に
、
天
下
の
見
え
ぬ
も
の
ど
も
と
り
あ
げ
ま
ぜ
て
、
騒
ぐ
め

り
ノ
0

⑤
「
閑
居
友
」
1
2
6
貢
5
行
（
人
間
が
主
語
の
例
）

・
心
の
そ
こ
を
あ
ら
は
し
け
れ
ば
、
こ
の
女
、
と
ば
か
り
た
め
ら
ひ
て
、
な
じ
か
は
さ
ま
で
に
わ
づ
ら
ひ
た
ま
ふ
べ
き
。



⑥
「
十
訓
抄
」
巻
七
3
5
貢
7
行
（
動
物
が
主
語
の
例
）

・
「
君
ヲ
呪
岨
シ
奉
ル
モ
ノ
厭
術
物
ヲ
道
二
埋
ミ
テ
、
コ
エ
サ
セ
奉
ラ
ン
ト
構
へ
侍
也
。
御
運
ヤ
ム
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
、
此
犬
ホ
エ
列
到

。
パ
勾
所
也
。
」

右
に
示
す
用
例
の
う
ち
、
①
②
③
は
、
「
現
ス
」
と
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
主
語
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
①
が
「
神
彿
」

②
が
「
仏
教
的
概
念
」
③
が
「
自
然
物
」
の
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
①
③
の
例
は
、
い
ず
れ
も
仏
教
的
場
面
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
意
味
も

「
姿
や
形
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
」
で
あ
り
、
「
現
ス
」
の
意
味
と
異
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
②
の
例
は
、
仏
教
的
場
面
で
使
用
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
意
味
は
「
～
と
い
う
意
味
を
示
す
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
「
現
ス
」
の
意
味
と
は
異
な
る
。

用
例
④
⑤
⑥
は
、
「
現
ス
」
と
「
ア
ラ
パ
ス
」
い
ず
れ
か
一
方
の
み
に
認
め
ら
れ
る
主
語
の
う
ち
（
但
し
、
こ
の
場
合
は
「
現
ス
」
の
み
に
認

め
ら
れ
る
主
語
は
な
い
）
、
④
⑤
が
「
人
間
」
⑥
が
「
動
物
」
の
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
④
は
「
姿
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
り
、
⑤
は
「
自
分
の
心
の
底
を
表
出
さ
せ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
よ
う
に
人
間
を
主
語
に
と
る
場
合
で
も
、
そ

の
対
象
は
「
姿
」
の
よ
う
に
具
象
的
な
場
合
も
あ
れ
ば
、
「
心
」
の
よ
う
に
抽
象
的
な
場
合
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
意

味
は
、
必
ず
し
も
可
視
的
か
否
か
と
い
う
意
義
特
徴
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
「
現
ス
」
と
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
意

味
差
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
要
素
と
な
る
。
ま
た
、
⑥
の
例
は
、
主
語
が
動
物
で
あ
る
点
、
仏
教
と
は
無
関
係
な
場
面
で
使
用
さ
れ
て
い

る
点
に
お
い
て
、
「
現
ス
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

畑
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
主
語

「
ア
ラ
バ
ル
」
の
主
語
を
、
数
の
多
い
順
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
神
備
1
（
神
備
／
彿
／
神
／
明
神
／
本
尊
／
観
音
／
天
照
大
神
／
菩
薩
／
天
魔
／
鬼
王
〓
竺
烏
憲
（
2
）
○
心
（
心
ざ
し
／
心
ば
へ
／
心
く

る
し
さ
／
善
男
の
逆
意
／
心
の
ほ
ど
／
欲
怒
腹
立
ソ
ネ
ミ
ネ
タ
ム
心
／
嘘
／
お
ぼ
え
）
（
空
○
仏
教
的
概
念
－
善
根
（
2
）
彿
性
（
2
）
価
の

功
徳
（
2
）
現
業
（
1
）
諸
行
無
常
（
1
）
盛
者
必
衰
の
理
（
1
）
三
毒
四
慢
（
1
）
価
の
位
（
1
）
徳
（
1
）
経
の
心
（
1
）
法
界
に
遍

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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て
・
＼
1
＼

ノ
ノ

す
る
相
（
1
）
誓
願
（
1
）
因
果
／
万
徳
（
1
）
念
傍
の
一
行
証
誠
す
る
宗
（
1
）
不
生
の
怪
（
1
）
不
思
議
の
心
性
（
1
）
○
自
然
－
月

（
6
）
明
星
（
2
）
牛
漠
（
1
）
山
（
1
）
湖
（
1
）
石
（
1
）
海
の
面
（
1
）
土
（
1
）
雲
雀
の
床
（
1
）
袖
の
雫
（
1
）
○
隠
し
事
（
人

間
関
係
／
ぴ
ん
な
き
ふ
る
ま
ひ
／
事
件
／
謀
反
／
陰
謀
／
御
あ
り
き
）
（
曇
○
動
物
・
植
物
－
根
（
和
歌
中
の
用
法
）
（
4
）
桜
（
2
）
を
し
ど

り
（
1
）
霊
場
（
1
）
鷲
（
1
）
玉
が
し
（
1
）
も
し
は
草
（
1
）
忍
草
（
1
）
勤
松
（
1
）
○
物
の
怪
の
類
－
物
の
怪
（
6
）
怨
霊
（
2
）

鏡
の
精
（
1
）
鞠
の
精
（
1
）
木
霊
（
1
）
○
人
間
－
（
人
の
姿
／
僧
の
姿
／
父
母
〓
8
）
顔
（
2
）
○
物
品
－
た
も
と
（
2
）
船
（
2
）

隠
れ
布
T
）
衣
の
玉
（
1
）
袖
（
1
）
網
代
木
（
1
）
継
目
（
1
）
○
人
間
の
才
能
、
運
命
－
人
の
才
（
2
）
数
な
ら
ぬ
身
の
程
（
1
）

芸
能
（
1
）
後
生
の
苦
し
み
（
1
）
身
の
不
覚
（
1
）
○
し
る
し
（
神
の
／
神
僻
の
／
寺
の
）
（
4
）
○
文
字
、
絵
、
色
－
文
字
（
1
）
観
音

の
霊
像
（
1
）
色
（
1
）
○
名
－
（
君
が
名
／
賢
者
の
名
〓
2
）
［
○
副
詞
的
用
法
（
「
ア
ラ
バ
レ
テ
」
の
形
で
、
「
公
然
と
」
の
意
味
で
使
用
さ

れ
た
例
）
　
（
6
）
］

右
の
よ
う
に
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
主
語
の
う
ち
、
数
が
最
も
多
い
の
は
「
神
彿
」
で
あ
る
。
「
神
傭
」
を
主
語
に
と
る
例
が
最
も
多
い
こ
と

は
、
「
現
ス
」
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
人
間
」
や
「
人
間
の
心
」
を
主
語
に
と
る
点
で
は
、
「
現
ス
」
と
異
な
る
。
ま
た
、
「
ア
ラ
バ
ル
」

に
は
、
「
ア
ラ
バ
レ
テ
」
の
形
で
副
詞
的
に
「
公
然
と
」
の
意
味
を
示
す
用
法
が
あ
り
、
こ
の
点
で
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
異
な
る
。
そ

し
て
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
も
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
同
様
に
、
「
人
間
の
姿
」
「
文
字
」
「
色
」
「
物
品
」
と
い
っ
た
可
視
的
な
具
象
物
を
主
語
に
と
る
場

合
と
、
「
心
」
「
才
能
」
「
運
命
」
「
隠
し
事
」
と
い
っ
た
不
可
視
的
な
抽
象
物
を
主
語
に
と
る
場
合
と
が
あ
る
。
「
現
ス
」
が
可
視
的
な
具
象
物

を
主
語
に
と
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
に
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
主
語
が
「
現
ス
」
の
主
語
と
共
通
す
る
場
合
と
共
通
し
な
い

場
合
と
に
分
け
て
、
具
体
例
を
挙
げ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
（
こ
こ
で
「
ア
ラ
バ
ル
」
と
比
較
す
る
た
め
に
取
り
上
げ
る
「
現
ス
」
は
、
「
ア
ラ

バ
ル
」
と
同
様
に
ヲ
格
を
と
ら
な
い
も
の
に
限
る
こ
と
と
す
る
。
）

O
「
現
ス
」
と
「
ア
ラ
バ
ル
」
と
に
共
通
す
る
主
語
－
神
悌
・
仏
教
的
概
念
・
自
然
物

O
「
現
ス
」
と
「
ア
ラ
バ
ル
」
と
に
共
通
し
な
い
主
語



◎
「
現
ス
」
　
の
み
に
認
め
ら
れ
る
主
語
－
ナ
シ

◎
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
み
に
認
め
ら
れ
る
主
語
－
人
間
・
心
・
隠
し
事
・
動
物
・
植
物
・
物
の
怪
の
類
・
物
品
・
才
能
・
運
命
・
し
る
し
・

文
字
・
絵
・
色
・
名

①
「
平
家
物
語
」
下
1
9
2
頁
1
行
（
心
が
主
語
の
例
）

こ

h

ろ

　

　

　

　

　

　

　

ほ

ど

　

ー

・
人
の
た
め
い
た
は
し
く
て
な
ど
お
ぼ
し
め
し
、
し
の
び
て
あ
か
し
く
ら
し
給
ふ
に
こ
そ
、
せ
め
て
の
心
ざ
し
の
ふ
か
さ
の
程
も
あ

ら
は
れ
け
れ
。

②
「
狭
衣
物
語
」
4
0
1
貢
1
1
行
（
隠
し
事
が
主
語
の
例
）

ま

　

　

ま

・
暮
る
ゝ
待
つ
間
の
お
ぼ
つ
か
な
さ
も
わ
り
な
か
る
べ
う
、
ま
た
、
さ
り
と
て
、
い
つ
L

ち

も
、
な
ら
は
ぬ
御
心
地
に
は
、
猶
い
か
に
ぞ
や
。

③
「
十
訓
抄
」
巻
三
周
頁
2
行
（
芸
能
が
主
語
の
例
）

か
あ
ら
は
れ

あ
つ
か

出
で
、
人
に
も
て
扱
は
れ
ん

・
昔
ハ
雌
雄
ヲ
決
シ
テ
芸
能
ア
ラ
バ
ル
＼
ニ
付
テ
、

昇
進
ヲ
モ
ツ
カ
ウ
マ
ツ
リ
シ
カ
ハ
コ
ソ
、
傍
輩
ロ
ヲ
フ
サ
キ
、
世
ノ
人
是
ヲ
ユ

ル
シ
キ
。

右
に
示
す
用
例
①
②
③
は
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
み
に
認
め
ら
れ
る
主
語
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
①
が
「
心
」
②
が
「
隠
し
事
」
③
が
「
芸
能
」

の
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
例
も
、
仏
教
と
は
無
関
係
な
場
面
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
現
ス
」
と
は
用
法
が
異
な
る
。
ま
た
、
い
ず
れ

の
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
主
語
も
、
不
可
視
的
抽
象
物
で
あ
り
、
可
視
的
具
体
物
を
主
語
に
と
る
「
現
ス
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

（
2
）
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
対
象
に
つ
い
て

次
に
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
対
象
を
、
文
献
ご
と
に
表
に
す
る
と
表
3
の
よ
う
に
な
る
。
（
「
ア
ラ
バ
ル
」
は
対
象
を
取
ら
な
い
の
で
こ
こ

で
の
考
察
か
ら
は
除
く
こ
と
と
す
る
。
）

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
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表
3
　
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
対
象

①
和
歌
・
歌
謡

新 千 詞

作
古 載 花
今 【＝日
東
1
【＝＝
末
1ロメ太1
歌 歌
歌
集
集 集
晶

現

ス

申．不．
月 へい

ア

ラ

パ

ス

の の の
し
る
し

光 月

狭 浜 栄 蘭 宇

作

品

衣 松 華 氏 津
物 中 物 物 保
望 納

言
物

語

五 五 物

語
口口 口ロ 口口

大
定

智
悲

の
相

・
三
昧

月
輪
相

・
減

・
生

老

病
死

現

ス

姿 隠 等王 姿気 心

・
御

ア

ラ

パ

ス

（
5
）

し
事

身

の

の
家

（
15
）

配

．
’
隠

し
事

・
心

（
3
）

の ま

＿ヽ
へい た

・
金
色

心

・
物

た （
12
）
．

nソ
さ

ま

の 隠 の
を

し

怪

．

し

事

す

き

御

か
め

給

沙

羅

（
12
）

ご

と
た

・
かへ 双ど

る 樹 しtも く
折 の る し
々 浬 し彿 た

‘
大

架

の
（2
）

’
隠

る
手

方
一ヽ’刀れ （童

の
有
様

た

・
経

・
龍

さ

ま
ぁ

し
き

家

・
袖

の
色

日）

現

③
日
記
・
紀
行



と
は
ず
が
た
り

不
思
議
（
狼
籍
）

供
養
の
相
手
・
心

現

覚

＿

平
治
物

保
元
作本 物
語平 語

家
物
語

晶

神
変
（2
）
・
尾
籠

・
九
曜
の
形

・
頂
上
の
俳

画

・
五
価
の
宝
冠

現

ス

姿く 天 剛

ア

ラ

パ

ス

時 照 憶

・
五

、いて 大
る 申．7小l名 ／ 十
字

．

盛
者

正
八
一
‾類

三必 幡 の
身衰 宮

・
志

悲
のの の
金
衆

理 色

谷
．
’
名

’
盆

力 怒
密 の
価
の
形

．

厳
浄
土
の

形

・
前
業

親

・
大
慈
の
高

儀
式

．

8
、レ

三本

作
宝）
絵

詞
（
晶観
智
院

現

ス

、レ願ノ事五

ア

ラ

パ

ス

（
2
）

ノ
文
形

．
’
湯
ノ
利

’
霊
験

’
常
住

像

・
備

ヲ
ッ
ヵ

益

’
善
事

ノ
理

．

ノ
勝
レ

ヘ
ル
サ

’
罪

・
形
（3

備

・
燈

・
鷲

給

ヘ
ル
事

．

マ
・
悌
ノ
タ
、 ）

°
法ネ

科

．

イ
ハ
ノ
妙
’
経

． 謀

・
四
天

ホ

・
威
験

ナ
ル
事

．

彿
法
僧

． 王
ノ
’
維
僧
ノ
虫
ノ

像摩尊色
経キ

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

九
一
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ロ去 明 光 一 西 唯本

作
廃 恵 言 念 方 、レ）
忘
＿
上 句 多 指 紗

記 人 念 （
釈 文 抄 西

晶記 聴
集
記

意 本
願
寺

小
身
（3
）
・
勢
至
ノ
御
画
像
〈2
）
・
大
身

（1
）
・
黄
金
ノ
色
・
身
量

・
身
相
・
五
十
体
．

不
思
議

人
夫
ノ
善
悪
因
果
ノ
鹿
妙

現

ス

身 実 悌無 形然香 常導 真ネ

ア

＿

語 ノ 法号 （
2
）

ナ
ル
嵯
ノ

住ノ 実
義 ノ 不御 ノ
源義 コ御 変へレ 心

・
善
心

・
恥

底

・
心
の

慧
楽
ス
ル

ト
・ォ
モ

チ
ヵ
ヒ

．

ノ
相

・
功

‘
声

本 ア
リ
サ

フ
ホ
ド

念
傍
の

徳
性

．
ノ
相
ヂ
ガ

此
ノ

マ

・
信
心
ノ
ヒ

’
易
住
易
行
ノ
、、

偏
き
数

’
久
マ
シ

フ

ハ

ス

菩 遠 キ
捷
心
ヲ

実
成
ノ

事

・
フ

種
ト

ト

．

＼チ
．

宗

．

カ
ク

ス ア出 哀 オ
レノ ‖

ノ
世 傷 モ

事

・
人
法

サノ ノ ヽノ
マ本 色 ザ
ノ
白
H

懐
．

‘
善

ル
ム

こ
こ
で
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
三
語
の
対
象
を
、
数
の
多
い
順
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

m
「
現
ス
」
　
の
対
象

○
神
僻
の
姿
－
小
身
（
3
）
大
身
（
1
）
黄
金
の
色
（
1
）
身
量
（
1
）
九
曜
の
形
（
1
）
五
十
体
（
1
）
頂
上
の
俳
画
（
1
）
○
仏
教
的



概
念
－
［
相
］
大
定
智
悲
の
相
（
1
）
三
昧
月
輪
相
（
1
）
身
相
（
1
）
人
夫
の
善
悪
因
果
の
鹿
妙
（
1
）
不
思
議
（
1
）
生
老
病
死
（
1
）

○
人
間
が
行
う
悪
事
－
不
思
議
（
狼
籍
）
　
（
1
）
・
尾
籠
（
1
）
○
し
る
し
1
神
変
（
2
）
○
像
－
勢
至
の
御
画
像
（
2
）
○
事
物
－
五
価

の
宝
冠
（
1
）

佃
「
ア
ラ
パ
ス
」
　
の
対
象

○
心
（
3
2
）
○
人
間
の
姿
（
あ
り
さ
ま
）
　
（
型
○
隠
し
事
・
恥
（
竺
○
仏
教
的
概
念
－
理
（
2
）
　
（
盛
者
必
衰
の
埋
／
浄
注
の
理
）
義
（
2
）

前
業
（
1
）
大
慈
の
高
く
時
て
る
（
1
）
善
事
（
1
）
価
の
勝
れ
給
へ
る
事
（
1
）
法
の
妙
な
る
事
（
1
）
僧
の
尊
き
事
（
1
）
悌
法
僧
（
1
）

五
の
利
益
（
1
）
徳
（
1
）
密
厳
浄
土
の
儀
式
（
1
）
彿
性
（
1
）
深
く
恩
は
ざ
る
宗
（
1
）
久
遠
実
成
の
宗
（
1
）
易
住
易
行
の
道
（
1
）

窓
嗟
の
御
ち
か
ひ
（
1
）
念
僻
の
偏
き
数
（
1
）
悌
法
の
源
底
（
1
）
此
の
菩
薩
心
を
種
と
す
る
事
（
1
）
大
法
無
等
（
1
）
身
語
（
1
）

相
（
1
）
○
色
・
形
－
形
（
9
）
袖
の
色
（
1
）
婆
羅
双
樹
の
浬
柴
の
か
た
（
1
）
龍
王
の
家
の
か
た
（
1
）
五
十
二
類
の
悲
の
色
（
1
）

虫
の
色
（
1
〓
展
傷
の
色
（
1
）
○
神
俳
の
姿
－
（
悌
／
金
色
の
御
か
た
／
三
身
の
金
容
／
傍
の
た
ね
／
神
の
御
正
体
／
）
　
（
9
）
○
名
、
名
字

（
名
／
虚
名
／
名
字
）
　
（
6
）
○
し
る
し
（
霊
験
）
　
（
5
）
○
人
間
の
才
能
（
隠
し
た
る
手
／
才
覚
／
す
き
ご
と
ど
も
）
　
（
4
）
○
光
・
音
－
顕
光

（
1
）
燈
（
1
）
音
（
1
）
声
（
1
）
○
経
（
2
）
○
像
（
2
）
○
土
に
埋
も
れ
た
物
（
2
）
○
物
の
怪
（
1
）
○
事
物
－
隠
れ
家
（
1
）
○

力
（
1
）
○
罪
（
1
）
○
願
の
文
（
1
）
○
動
物
－
鷲
（
1
）
○
自
然
物
－
岩
（
1
）
○
威
厳
（
1
）
○
狸
の
化
け
（
1
）
○
嘘
（
1
）
○

傷
（
1
）
○
心
身
（
1
）
○
勝
負
（
1
）
○
供
養
の
相
手
（
1
）
○
俳
の
御
は
た
（
マ
、
・
宇
津
保
物
語
）

さ
ら
に
、
各
対
象
を
「
現
ス
」
と
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
に
共
通
す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
に
よ
り
、
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

O
「
現
ス
」
と
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
に
共
通
す
る
対
象
－
仏
教
的
概
念
・
神
備
・
し
る
し
・
像
・
事
物

O
「
現
ス
」
　
と
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
に
共
通
し
な
い
対
象

◎
「
現
ス
」
　
の
み
に
認
め
ら
れ
る
対
象
－
人
間
が
行
う
悪
事

◎
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
み
に
認
め
ら
れ
る
対
象
－
心
・
人
間
の
姿
・
隠
し
事
・
恥
・
色
・
形
・
名
・
名
字
・
人
間
の
才
能
・
光
・
音
・
経
・

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
　
に
つ
い
て
の
一
考
察



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

土
に
埋
も
れ
た
物
・
物
の
怪
・
力
・
罪
・
科
・
誤
・
原
の
文
・
動
物
・
自
然
物
・
威
厳
・
狸
の
化
け
・
嘘
・
傷
・
心
身
・
勝
負
・

供
養
の
相
手
・
傍
の
御
は
た

以
上
か
ら
看
取
さ
れ
る
、
「
現
ス
」
　
「
ア
ラ
パ
ス
」
　
の
対
象
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
　
「
現
ス
」
の
対
象
で
最
も
数
の
多
い
も
の
は
「
仏
教
的
概
念
」
で
あ
り
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
対
象
で
最
も
数
の
多
い
も
の
は
「
心
」
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
数
量
的
に
第
一
位
の
「
仏
教
的
概
念
」
と
「
心
」
の
う
ち
、
「
仏
教
的
概
念
」
は
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
対
象
の
う
ち
の

第
三
位
に
位
置
す
る
が
、
「
心
」
は
、
「
現
ス
」
の
対
象
の
な
か
に
は
存
し
せ
い
。

②
　
「
現
ス
」
の
対
象
の
中
に
は
、
仏
教
に
関
係
し
な
い
語
と
し
て
「
人
間
が
行
う
悪
事
」
が
存
す
る
が
、
他
は
全
て
仏
教
に
関
係
す
る
語

で
あ
る
。
こ
の
「
人
間
が
行
う
悪
事
」
が
対
象
と
な
る
例
が
派
生
的
な
意
味
用
法
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
先
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
現

ス
」
　
の
対
象
に
対
し
て
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
　
の
対
象
は
、
「
仏
教
的
概
念
」
「
神
傭
」
の
よ
う
に
仏
教
に
関
係
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
「
心
」

「
隠
し
事
」
「
名
字
」
　
の
よ
う
に
仏
教
と
関
係
し
な
い
も
の
も
多
く
あ
る
。

③
　
「
現
ス
」
の
対
象
は
、
「
大
定
智
悲
の
相
」
・
「
大
身
・
神
変
」
・
「
像
」
と
い
っ
た
可
視
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
「
ア
ラ

パ
ス
」
の
対
象
は
、
「
人
間
の
姿
」
「
色
」
「
形
」
と
い
っ
た
可
視
的
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
「
心
」
「
隈
し
事
」
「
嘘
」
「
音
」
と
い
っ
た
不
可

視
的
な
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

5
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
意
味

以
上
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
、
文
法
的
諸
特
徴
の
観
点
、
「
カ
ク
ス
」
「
シ
ノ
ブ
」
と
の
比
較
と
い
う
観
点
、
さ

ら
に
は
、
主
語
と
対
象
の
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
て
き
た
。
文
法
的
諸
特
徴
の
観
点
か
ら
の
考
察
で
は
、
ヲ
格
に
承
接
す
る
か
否
か
と

い
う
点
で
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
　
に
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
複
合
動
詞
形
成
の
観
点
か
ら
の
考
察
で
は
、
「
現
ス
」

に
複
合
動
詞
が
一
例
も
認
め
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
は
多
く
の
複
合
動
詞
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ



の
複
合
動
詞
の
中
に
は
、
「
イ
ヒ
ア
ラ
パ
ス
」
　
「
ノ
ベ
ア
ラ
パ
ス
」
「
マ
ウ
シ
ア
ラ
パ
ス
」
　
「
ア
ラ
バ
シ
マ
ウ
ス
」
「
ア
ラ
バ
シ
ノ
タ
マ
フ
」
の
よ

う
に
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
が
「
イ
フ
」
「
ノ
ブ
」
「
マ
ウ
ス
」
と
い
っ
た
言
語
行
為
に
関
わ
る
語
と
結
び
つ
い
た
複
合
動
詞
が
認
め
ら
れ
る
点
や
、

「
オ
モ
ヒ
ア
ラ
バ
ル
」
の
よ
う
に
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
が
「
オ
モ
フ
」
と
い
っ
た
思
考
に
関
わ
る
語
と
結
び
つ
い
た
複
合
動
詞
が
認
め
ら
れ
る
と

い
う
点
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
が
、
単
に
可
視
的
な
対
象
の
み
を
と
る
語
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
語
の
意
味
を
「
現
ス
」
と
比
較
し
て
考
え
る
に
あ
た
り
、
注
目
す
べ
き
事
象
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
、
「
カ
ク
ス
」
「
シ

ノ
ブ
」
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
で
も
、
「
カ
ク
ス
」
「
シ
ノ
ブ
」
が
「
事
件
」
「
心
の
う
ち
」
等
の
不
可
視
的
な
対
象
を
と
る
こ
と

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
語
と
対
義
的
に
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
が
、
単
に
可

視
的
な
対
象
の
み
を
と
る
語
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
ま
た
、
主
語
と
対
象
の
観
点
に
よ
る
考
察
で
は
、
先
に
示

し
た
よ
う
に
、
「
現
ス
」
と
「
ア
ラ
パ
ス
」
・
「
ア
ラ
バ
ル
」
と
の
間
に
か
な
り
の
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
考
察
の
結
果
を
総
合
し
て
、
「
現
ス
」
　
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
　
の
意
味
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

（
1
）
　
「
現
ス
」
　
の
意
味

「
現
ス
」
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
自
動
詞
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
と
、
他
動
詞
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
も
こ
れ
を

区
別
し
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
主
語
と
対
象
の
観
点
か
ら
、
「
現
ス
」
　
の
文
脈
的
意
味
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

田
自
動
詞
的
用
法

［
主
語
が
有
情
物
の
場
合
・
仏
教
と
関
係
が
あ
る
］

①
神
価
の
姿
が
眼
前
に
出
て
き
て
、
見
え
る
よ
う
に
な
る

②
人
間
の
姿
が
、
俳
等
の
別
の
形
と
な
っ
て
眼
前
に
出
て
き
て
、
見
え
る
よ
う
に
な
る

［
主
語
が
無
情
物
の
場
合
・
仏
教
と
関
係
が
あ
る
］

③
僻
や
僧
の
力
に
よ
っ
て
、
仏
教
的
概
念
で
あ
る
相
・
観
等
が
形
と
な
っ
て
眼
前
に
出
て
き
て
、
見
え
る
よ
う
に
な
る

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
　
に
つ
い
て
の
一
考
察



鎌
　
倉
　
時
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語
　
研
　
究

④
偶
が
出
現
す
る
場
面
に
お
い
て
、
光
・
宝
樹
等
の
自
然
物
が
眼
前
に
出
て
き
て
、
見
え
る
よ
う
に
な
る

熔
他
動
詞
的
用
法

［
主
語
が
有
情
物
、
対
象
が
無
情
物
の
場
合
・
仏
教
と
関
係
が
あ
る
］

⑤
債
や
僧
が
、
そ
の
力
に
よ
っ
て
仏
教
的
概
念
で
あ
る
相
・
観
等
を
、
見
え
る
よ
う
に
さ
せ
る

［
主
語
が
有
情
物
、
対
象
が
無
情
物
の
場
合
・
仏
教
と
無
関
係
で
あ
る
］

⑥
人
間
が
狼
籍
を
働
い
て
、
そ
れ
が
人
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る

右
の
各
項
目
の
う
ち
の
⑥
を
、
先
述
し
た
ご
と
く
派
生
的
用
法
と
考
え
る
と
、
①
か
ら
⑤
の
文
脈
的
意
味
に
共
通
す
る
「
現
ス
」
の
意
義

特
徴
と
し
て
、
「
有
形
の
物
と
し
て
、
見
え
る
よ
う
に
な
る
（
見
え
る
よ
う
に
す
る
）
」
と
い
う
特
徴
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
こ

こ
で
の
「
有
形
の
物
」
と
は
、
「
仏
教
と
関
係
の
あ
る
有
情
物
や
無
情
物
」
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
「
現
ス
」
の
本
義
は
、
「
仏

教
的
有
情
物
・
無
情
物
が
、
あ
る
形
と
な
っ
て
、
見
え
る
よ
う
に
な
る
」
（
自
動
詞
的
用
法
）
と
「
仏
教
的
有
情
物
が
、
仏
教
的
無
情
物
を
、
あ

る
形
に
し
て
、
見
え
る
よ
う
に
す
る
」
　
（
他
動
詞
的
用
法
）
　
と
な
る
。

（
2
）
　
「
ア
ラ
パ
ス
」
　
の
意
味

こ
こ
で
、
前
述
の
「
現
ス
」
と
同
じ
基
準
に
よ
っ
て
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
文
脈
的
意
味
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
但
し
、
「
ア

ラ
パ
ス
」
は
、
他
動
詞
的
用
法
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
「
現
ス
」
の
項
目
の
う
ち
偽
の
他
動
詞
的
用
法
の
み
と
比
較
す
る
こ
と

と
す
る
。
※
　
［
主
語
が
有
情
物
、
対
象
が
無
情
物
の
場
合
・
仏
教
と
関
係
が
あ
る
］

①
僻
や
僧
が
、
そ
の
力
に
よ
っ
て
仏
教
的
概
念
で
あ
る
相
や
理
等
を
、
見
え
る
よ
う
に
す
る

［
主
語
が
有
情
物
、
対
象
が
有
情
物
の
場
合
、
仏
教
と
関
係
が
あ
る
］

②
神
価
が
、
自
ら
の
姿
を
、
他
の
前
に
出
し
て
、
見
え
る
よ
う
に
す
る



③
神
慨
が
、
光
や
音
を
出
し
て
、
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

［
主
語
が
有
情
物
、
対
象
が
無
情
物
の
場
合
・
仏
教
と
無
関
係
で
あ
る
］

④
人
間
が
、
隠
し
て
い
た
心
情
を
、
表
示
す
る

⑤
犬
が
、
地
中
に
隠
れ
て
見
え
な
い
も
の
を
、
地
表
に
出
し
て
見
え
る
よ
う
に
す
る

⑥
人
間
が
、
自
分
の
才
能
を
発
揮
し
、
そ
れ
を
他
人
に
見
せ
る

※
［
主
語
が
有
情
物
、
対
象
が
有
情
物
の
場
合
・
仏
教
と
無
関
係
で
あ
る
］

⑦
人
間
が
、
自
ら
の
姿
を
、
他
の
前
に
出
し
て
、
見
え
る
よ
う
に
す
る

⑧
人
間
が
、
光
や
音
を
出
し
て
、
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

⑨
人
間
が
、
文
字
を
書
き
、
文
章
を
綴
り
、
見
え
る
よ
う
に
す
る

⑩
人
間
が
、
勝
敗
等
の
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
を
、
明
ら
か
に
す
る

※
［
主
語
が
無
情
物
、
対
象
が
有
情
物
の
場
合
・
仏
教
と
無
関
係
で
あ
る
］

⑪
文
章
中
に
提
示
さ
れ
た
用
語
が
、
何
か
の
意
味
を
表
示
す
る

右
に
示
し
た
各
項
目
の
う
ち
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
に
認
め
ら
れ
て
「
現
ス
」
に
認
め
ら
れ
な
い
項
目
に
は
、
※
印
を
付
し
た
。
※
印
の
付
さ
れ

て
い
な
い
項
目
の
う
ち
、
［
主
語
が
有
情
物
、
対
象
が
無
情
物
の
場
合
・
仏
教
と
無
関
係
で
あ
る
］
の
項
目
は
、
「
現
ス
」
に
比
し
て
用
例
数

が
多
い
と
い
う
点
で
、
「
現
ス
」
に
は
認
め
ら
れ
な
い
項
目
に
準
じ
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
⑤
の
よ
う
に
「
犬
」
の
ご
と
き
動
物
が

主
語
と
な
る
例
も
、
「
現
ス
」
の
項
目
に
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

各
項
目
か
ら
看
取
さ
れ
る
「
現
ス
」
と
の
差
異
と
し
て
は
、
次
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
に
は
、

主
語
や
対
象
の
種
類
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
が
仏
教
と
関
係
が
あ
る
場
合
も
あ
れ
ば
無
関
係
の
場
合
も
あ
る
が
、
「
現
ス
」
は
仏
教
と
関
係
が
あ

る
場
合
の
み
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
教
と
関
係
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
意
味
と
は
、
無
関
係
で

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
二
つ
は
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
に
は
、
⑪
の
よ
う
に
主
語
が
「
用
語
」
の
ご
と
き
無
情
物
に
な
る
場
合
が
存
す
る
が
、
「
現

ス
」
に
は
主
語
が
無
情
物
に
な
る
例
が
存
し
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
対
象
が
無
情
物
で
あ
る
例
は
「
ア
ラ
パ
ス
」
に
も
「
現
ス
」

に
も
と
も
に
認
め
ら
れ
る
が
、
用
例
数
と
し
て
は
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
方
が
「
現
ス
」
に
比
し
て
極
め
て
多
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
本
義
を
記
述
す
る
と
、
「
そ
れ
ま
で
不
分
明
で
あ
っ
た
有
情
物
・
無
情
物
を
、
人
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
で
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
本
義
と
し
た
「
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
」
と
は
、
人
に
知
覚
さ
せ
る

こ
と
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
視
覚
的
に
具
現
さ
せ
る
こ
と
の
み
を
言
う
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
③
の
項
目
の
よ
う

に
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
に
は
、
「
音
」
と
い
う
聴
覚
的
な
も
の
が
対
象
と
な
る
例
が
存
し
、
ま
た
、
⑪
の
項
目
の
よ
う
に
、
「
用
語
の
意
味
」
と
い

う
視
覚
と
は
無
関
係
な
、
抽
象
的
な
も
の
が
対
象
と
な
る
例
も
存
す
る
こ
と
か
ら
判
ぜ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
「
現
ス
」
の
本
義
と
「
ア
ラ
パ
ス
」

の
本
義
と
で
、
最
も
区
別
さ
れ
る
こ
と
は
、
「
現
ス
」
に
は
、
「
見
え
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
っ
た
視
覚
的
要
素
が
、
そ
の
意
義
特
徴
の
な
か

に
必
ず
含
ま
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
意
義
特
徴
の
中
に
は
、
視
覚
的
要
素
が
必
ず
し
も
含
ま
れ
て
は
い
な
い
点
で
あ
る
。
従
っ

て
、
「
現
ス
」
　
の
本
義
は
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
　
の
本
義
に
比
し
て
、
狭
い
と
言
え
る
。

（
3
）
　
「
ア
ラ
バ
ル
」
　
の
意
味

「
ア
ラ
バ
ル
」
の
文
脈
的
意
味
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
但
し
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
は
、
自
動
詞
的
用
法
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
、
「
現
ス
」
　
の
自
動
詞
的
用
法
の
み
と
比
較
す
る
こ
と
と
す
る
。

［
主
語
が
有
情
物
の
場
合
・
仏
教
と
関
係
が
あ
る
］

①
価
の
姿
が
、
眼
前
に
出
て
き
て
見
え
る
よ
う
に
な
る

※
　
［
主
語
が
有
情
物
の
場
合
・
仏
教
と
無
関
係
で
あ
る
］

②
人
や
物
の
怪
等
の
姿
が
、
眼
前
に
出
て
き
て
見
え
る
よ
う
に
な
る

［
主
語
が
無
情
物
の
場
合
・
仏
教
と
関
係
が
あ
る
］



③
霊
験
が
、
価
や
僧
の
力
に
よ
っ
て
眼
前
に
出
現
す
る

④
仏
教
的
概
念
で
あ
る
相
・
功
徳
等
が
僻
や
僧
の
力
に
よ
っ
て
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
る

※
　
［
主
語
が
無
情
物
の
場
合
・
仏
教
と
無
関
係
で
あ
る
］

⑤
月
・
星
等
が
出
て
き
て
、
見
え
る
よ
う
に
な
る

⑥
文
字
・
色
等
が
出
て
き
て
、
見
え
る
よ
う
に
な
る

⑦
隠
し
て
い
た
心
情
が
明
ら
か
に
な
り
、
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
る

⑧
隠
れ
家
等
が
、
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
る

⑨
人
間
の
能
力
が
、
他
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
る

※
　
［
副
詞
的
用
法
］

⑩
副
詞
的
に
「
公
然
と
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る

右
に
示
し
た
各
項
目
の
う
ち
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
認
め
ら
れ
て
「
現
ス
」
に
認
め
ら
れ
な
い
項
目
に
は
※
印
を
付
し
た
。

各
項
目
か
ら
看
取
さ
れ
る
「
現
ス
」
と
の
差
異
と
し
て
は
、
次
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
は
、
「
現
ス
」
は
、
仏
教
と
関

係
の
あ
る
有
情
物
・
無
情
物
の
み
が
主
語
と
な
る
の
に
対
し
て
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
主
語
は
、
仏
教
に
関
係
が
あ
る
有
情
物
・
無
情
物
の
場
合

も
あ
れ
ば
仏
教
と
は
無
関
係
の
有
情
物
・
無
情
物
の
場
合
も
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
も
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
同
様
に
、

仏
教
と
関
係
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
意
味
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
二
は
、
⑪
の
項
目
の
よ
う
に
、

「
ア
ラ
バ
ル
」
に
は
、
「
ア
ラ
バ
レ
テ
」
の
形
で
、
副
詞
的
に
「
公
然
と
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
用
法
が
存
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
本
義
を
示
す
と
、
「
そ
れ
ま
で
の
不
分
明
で
あ
っ
た
有
情
物
・
無
情
物
が
、
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
「
ア
ラ
バ
ル
」
の
本
義
中
に
示
し
た
「
有
情
物
・
無
情
物
」
も
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
の
場
合
と
同
様
に
、

そ
れ
が
可
視
的
か
否
か
と
い
う
区
別
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
（
項
目
⑦
の
「
心
情
」
は
不
可
視
的
な
も
の
で
あ
る
）
、
「
現
ス
」
の
主
語
が
、

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
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可
視
的
な
も
の
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
と
比
し
て
、
差
異
が
存
す
る
。

一
〇
〇

三
、
お
わ
り
に

以
上
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
を
と
り
あ
げ
、
諸
観
点
か
ら
個
々
の
語
の
意
味
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
三

語
の
意
味
を
弁
別
す
る
特
徴
と
し
て
は
、
「
仏
教
に
関
係
す
る
か
否
か
」
「
可
視
的
で
あ
る
か
否
か
」
と
い
う
二
特
徴
が
特
に
重
要
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
三
語
の
本
義
は
、
「
現
ス
」
が
「
仏
教
的
有
情
物
・
無
情
物
が
、
あ
る
形
と
な
っ
て
、
見
え
る
よ
う
に
な
る
」
と

「
仏
教
的
有
情
物
が
、
仏
教
的
無
情
物
を
、
あ
る
形
に
し
て
、
見
え
る
よ
う
に
す
る
」
で
あ
り
、
「
ア
ラ
パ
ス
」
が
「
有
情
物
・
無
情
物
が
、

そ
れ
ま
で
不
分
明
で
あ
っ
た
も
の
を
、
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
ア
ラ
バ
ル
」
が
「
そ
れ
ま
で
不
分
明
で
あ
っ
た

有
情
物
・
無
情
物
が
、
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

「
現
ス
」
の
本
義
が
、
仏
教
と
深
く
関
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
現
ス
」
の
出
自
を
考
え
る
上
に
お
い
て
注
目
せ
ら
れ
る
事
象
で
あ
る
。
今

後
、
こ
の
観
点
か
ら
の
考
察
が
必
要
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
本
稿
で
は
、
読
み
方
が
明
ら
か
な
用
例
の
み
に
よ
っ
て
三
語
の
意
味
を
考
察
し
て

き
た
が
、
「
現
ス
」
と
「
ア
ラ
パ
ス
」
に
は
、
例
え
ば
「
現
ス
」
を
「
ゲ
ン
ス
」
と
読
む
か
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
読
む
か
と
い
っ
た
表
記
上
の
問

題
が
、
尚
残
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
、
特
に
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
意
味
の
解
明
に
努
め
て
き

た
。
こ
の
こ
と
は
、
更
に
出
自
や
表
記
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
の
、
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
、
今
後
の

課
題
と
し
て
、
稿
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

注（
1
）
　
森
下
喜
一
「
（
ゐ
る
）
と
（
具
す
）
に
つ
い
て
」
　
（
『
野
洲
国
文
学
』
　
1
0
　
昭
和
四
七
年
九
月
）

岩
下
裕
一
「
入
念
ず
）
の
多
義
性
に
つ
い
て
」
　
（
『
国
学
院
雑
誌
』
7
8
－
1
1
　
昭
和
五
三
年
二
月
）

岩
下
裕
一
「
入
信
ず
）
の
展
開
－
語
義
か
ら
見
て
」
　
（
『
昭
和
学
院
短
大
紀
要
』
1
6
　
昭
和
五
五
年
三
月
）

藤
原
浩
史
「
漢
語
サ
変
動
詞
（
具
ス
）
の
和
化
過
程
」
　
（
『
国
語
学
研
究
』
2
7
　
昭
和
六
二
年
一
二
月
）



藤
原
浩
史
「
漢
語
サ
変
動
詞
へ
怨
ず
）
の
意
味
と
表
現
価
値
」
（
『
国
語
学
研
究
』
2
8
　
昭
和
六
三
年
一
二
月
）

藤
原
浩
史
「
漢
語
サ
変
動
詞
『
念
ず
』
の
表
現
価
値
」
（
『
国
語
学
研
究
』
3
0
　
平
成
二
年
一
二
月
）

（
2
）
　
拙
稿
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
『
念
ス
』
の
意
味
・
用
法
－
オ
モ
フ
と
比
較
し
て
－
」
（
『
国
文
学
致
』
第
望
号
　
平
成
三
年
三
月
）
拙
稿
「
平

安
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
詞
ス
」
の
意
味
用
法
」
（
『
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
』
第
3
号
、
平
成
五
年
七
月
）

（
3
）
　
岩
下
裕
一
「
『
現
ズ
・
ア
ラ
パ
ス
・
ア
ラ
バ
ル
』
－
琴
音
物
語
集
』
よ
り
－
」
（
『
昭
和
学
院
短
期
大
学
紀
要
』
警
百
一
九
八
八
年
）

（
4
）
　
読
み
が
不
明
な
場
合
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
「
現
ス
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
漢
語
サ
変
動
詞
と
し
て
「
ゲ
ン
ズ
」
と
読
む
か
、
和
語
動

詞
と
し
て
「
ア
ラ
パ
ス
」
と
読
む
か
が
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
判
断
し
難
い
と
い
っ
た
場
合
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
に
、
「
現
シ
」
（
連

用
形
）
「
現
セ
リ
」
（
命
令
形
＋
完
了
の
助
動
詞
）
の
よ
う
な
場
合
や
、
「
現
」
「
現
テ
」
の
よ
う
に
送
り
仮
名
の
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
有
る
。

（
5
）
　
図
度
哲
禰
氏
は
、
「
意
味
論
の
方
法
」
（
昭
和
5
7
年
　
大
修
館
書
店
）
の
中
で
、
「
主
語
、
目
的
語
に
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
た
特
徴
は
動
詞
の
意
義

特
徴
の
一
部
を
構
成
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
」
（
抽
貢
）
と
説
か
れ
る
。

［
検
索
資
料
一
覧
］

古
今
和
歌
集
、
後
撰
和
歌
集
、
拾
遺
和
歌
集
、
後
拾
遺
和
歌
集
、
金
葉
和
歌
集
、
詞
花
和
歌
集
、
千
載
和
歌
集
、
新
古
今
和
歌
集
－
「
新
編
国
歌
大

観
」
（
角
川
書
店
）
　
梁
塵
秘
抄
、
竹
取
物
語
、
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
、
平
中
物
語
、
落
窪
物
語
、
浜
松
中
納
言
物
語
、
狭
衣
物
語
、
堤
中
納
言

物
語
、
土
左
日
記
、
更
級
日
記
、
紫
式
部
日
記
、
徒
然
草
、
方
丈
記
、
今
昔
物
語
集
、
宇
治
拾
遺
物
語
－
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
（
岩
波
書
店
）

晴
蛤
日
記
－
「
撒
繋
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
」
（
佐
伯
梅
友
、
伊
牟
田
経
久
編
風
間
書
房
）
夜
の
寝
覚
－
「
日
本
古
典
文
学
全
集
」
（
小
学
館
）
　
源

氏
物
語
－
「
源
氏
物
語
大
成
」
　
栄
華
物
語
－
「
梅
沢
本
栄
華
物
語
　
本
文
と
索
引
」
（
高
知
大
学
人
文
学
部
国
語
史
研
究
会
編
）
　
う
た
た
ね
－

「
う
た
ゝ
ね
　
本
文
お
よ
び
総
索
引
」
（
次
田
香
澄
、
酒
井
憲
二
編
　
笠
間
書
院
）
　
海
道
記
－
「
海
道
記
　
総
索
引
」
（
鈴
木
一
彦
、
猿
田
知
之
、

中
山
緑
朗
編
　
明
治
書
院
）
　
東
関
紀
行
－
「
東
関
紀
行
　
本
文
及
び
総
索
引
」
（
江
口
正
弘
監
修
　
笠
間
書
院
）
　
た
ま
き
は
る
－
「
た
ま
き

は
る
（
健
御
前
の
記
）
総
索
引
」
（
鈴
木
一
彦
、
鈴
木
雅
子
編
　
明
治
書
院
）
　
十
六
夜
日
記
－
「
十
六
夜
日
記
　
校
本
及
び
総
索
引
」
（
江
口
正
弘

編
　
笠
間
書
院
）
　
と
は
ず
が
た
り
－
「
と
は
ず
が
た
り
総
索
引
」
（
辻
村
敏
樹
編
　
笠
間
書
院
）
　
枕
草
子
－
「
校
本
枕
冊
子
」
　
観
智
院
本
三

宝
絵
詞
－
「
三
宝
絵
詞
」
（
勉
誠
社
　
影
印
）
　
古
本
説
話
集
－
「
古
本
説
話
集
」
（
勉
誠
社
　
影
印
）
　
閑
居
友
－
「
閑
居
友
本
文
及
び
総
索
引
」
（
峰

岸
明
、
王
朝
文
学
研
究
会
　
笠
間
書
院
）
　
唯
信
抄
、
西
方
指
南
抄
、
一
念
多
念
文
意
－
「
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
」
　
光
言
句
義
釈
聴
集
記
－
「
明

恵
上
人
資
料
　
第
二
」
　
（
東
京
大
学
出
版
会
）

［
付
記
］
　
本
稿
は
、
平
成
五
年
度
鎌
倉
時
代
譜
研
究
会
夏
季
研
究
集
会
で
の
口
頭
発
表
を
基
に
、
補
筆
し
て
成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
集
会

に
お
い
て
は
、
小
林
芳
規
先
生
を
は
じ
め
、
諸
先
生
方
に
有
益
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
現
ス
」
「
ア
ラ
パ
ス
」
「
ア
ラ
バ
ル
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一




